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(１) 業務運営の改善及び効率化に関する特記事項等 

 

 

１.特記事項 

① 学長を中心とする経営体制の確立 

・大学の機能強化のための改革を推進するため、平成 26 年 4 月に役員支援室「特命事

項担当」を新設した。特命事項担当として大学運営業務に精通した豊富な経験を有す

る管理職を再雇用し、学長直結の指揮命令系統により、他大学の改革の実情に関する

情報を調査、収集し、把握するなど学長が改革にリーダーシップを発揮できる体制を

強化した。 
・平成26年10月に大学院総合研究部を設置し、教員人事や予算配分等の重要事項につ

いて、学長を中心に全学的視点に立って戦略的に取り組む体制を整備した。 
・従前以上に学長のリーダーシップが発揮できるよう、教育研究及び管理運営について、

学長、理事の業務を支援する学長補佐を置くことを決定した。 
 
② 情報の迅速な伝達と共有 

・各学部教授会等の開催時において、役員と学部教員との意見交換会を実施（計８回）

したことにより、大学改革等大学運営に関する重要事項について、情報共有を図った。 
・学長、理事で構成する「大学運営検討会打合せ会」及び学長、理事、部長で構成する

「役員等打合せ会」を原則週１回開催することにより、学内における一層の意思疎通・

情報共有を図り、大学運営の喫緊の課題等への対応力を高めた。 
 
③ 戦略的な資源配分 

・複数の学問分野による融合研究を推進するため、最先端融合研究プロジェクトに１億

円を措置した。引き続き、融合研究１件、先駆的研究３件を実施した。 
・すでに優れた業績を有する研究者からなる研究組織に集中投資し、新産業の創出につ

ながる基礎的、応用的研究を推進するため、新産業創出プロジェクト（予算額３千万

円）を新設し、学内公募により５件の事業を採択し、実施した。 
・旅費業務の効率化を図るため、旅費事務担当者の集中化を行うとともに、旅費システ

ムの更新、これに伴う旅費関係規則等の改正を行った。 
・学生寄宿舎紫遥館の寄宿料の納入方法を、平成２７年度入学生から従来の現金による

納入から口座振替へ変更し、学生の利便性向上及び出納業務の効率化を図ることとし

た。 
 
④ 教育研究組織の見直し 

・教員養成分野では、実践型教員養成機能への質的転換を図ることを目的として、学部

においては、平成28年度から新課程(生涯学習課程)を廃止して教員養成に特化すると

ともに、大学院においては、現職教員の受入拡大や実務家教員の確保など、教職大学

院を軸とした改革に取り組むこととした。 
・生命環境学部及び改組後の工学域等に接続する大学院を設置するため、新たに「新大

学院設置準備室」を設置し、その下部組織として「新大学院カリキュラムＷＧ」を設

け、大学院医学工学総合教育部の改組・再編の検討を進め、大学院総合教育部生命環

境学専攻（修士課程）の設置計画書を提出するとともに、工学専攻の設置、医科学専

攻の名称変更及び入学定員の変更、看護学専攻の入学定員変更について取りまとめた。 
 

⑤ 昨年度（平成25年度）評価結果において課題として指摘された事項の対応状況 

 （教育学研究科 教育実践創生専攻（教職大学院）の学生収容定員未充足） 

・教職大学院の平成 25 年度収容定員充足率が 85.7%であったことを踏まえ、充足率向

上に向け、大学全体の説明会に加え本専攻独自の説明会を実施するとともに、入学試験

実施時期を教員採用試験合格発表後に変更するなどの対策を講じた結果、平成 26 年度

の充足率は89.3%に改善した。更に、平成27年度の充足率は103.6%に改善している。 














































	05 業務運営(H26特記)黒字.pdf
	40山梨大学【実績報告書】黒字訂正.pdf

